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町
の
財
政
の
資
料

手作りした団子を刺す園児

伝統行事を大切にする取組
「餅つき大会」

　

令
和
２
年
２
月
７
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
１
月
31
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
が
約
28
億
円
に

　

ど
の
地
域
に
住
む
住
民
に

も
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
、
地
方
公

共
団
体
の
税
収
入
で
は
対
応

で
き
な
い
場
合
に
、
不
足
す

る
財
源
を
国
が
交
付
す
る
制

度
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
総
額
の

94
パ
ー
セ
ン
ト
が
普
通
交
付

税
、
６
パ
ー
セ
ン
ト
が
特
別

交
付
税
で
す
。

　

基
準
財
政
需
要
額
か
ら
基

準
財
政
収
入
額
を
引
い
た
も

の
が
、
普
通
交
付
税
額
で
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
入
園
予

定
数
が
11
人
で
、
合
計
28
人

の
予
定
で
す
。

　

園
長
１
人
、主
任
１
人
、教

諭
２
人
、
学
習
支
援
講
師
１

人
、運
転
手
３
人
、預
か
り
保

育
・
未
就
園
児
保
育
体
験
担

当
３
人
で
、
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

幼
稚
園
は
文
部
科
学
省
の

所
管
施
設
で
学
校
教
育
法
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
始
ま
り
で
あ

る
幼
稚
園
は
、
基
礎
を
育
成

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

園
長
、
教
諭
よ
り
鳩
山
幼

稚
園
の
具
体
的
な
中
身
に
つ

い
て
、
園
だ
よ
り
・
園
の
日

　

基
準
財
政
需
要
額
は
、
単

位
費
用
×
測
定
単
位
×
補
正

係
数
と
い
う
算
式
で
計
算
さ

れ
ま
す
。

　

単
位
費
用
は
、
標
準
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

に
必
要
な
一
般
財
源
額
を
、

全
国
水
準
を
基
に
毎
年
度
決

め
ら
れ
ま
す
。

　

測
定
単
位
は
、
人
口
、
道

路
の
延
長
・
面
積
、
児
童
生

徒
数
、
65
歳
・
75
歳
以
上
の

人
口
、
世
帯
数
、
戸
籍
数
な

ど
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

補
正
係
数
は
人
口
規
模
、

気
象
条
件
等
、
社
会
的
・
自

然
的
条
件
の
差
に
よ
る
行
政

経
費
に
つ
い
て
、
測
定
単
位

の
数
値
を
割
増
し
し
た
り
、

割
落
と
す
仕
組
み
で
す
。

　

鳩
山
町
の
デ
マ
ン
ド
交
通

な
ど
、
公
共
交
通
は
８
割
が

特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
全
国
的
に

デ
マ
ン
ド
交
通
が
普
及
し
て

い
く
と
財
源
枠
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
交
付
税
が
減
額

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

全
て
の
地
方
公
共
団
体
の

財
源
不
足
額
の
総
額
が
、
地

方
交
付
税
総
額
を
上
回
っ
た

場
合
、
そ
の
不
足
分
は
国
と

地
方
が
折
半
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
臨
時
財

政
対
策
債
と
い
う
借
金
を
各

自
治
体
で
借
り
入
れ
て
賄
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
３
年
据
置
で
20
年

償
還
で
す
。
元
利
償
還
金
は
、

後
年
度
の
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
、
鳩
山
町
は
平

成
30
年
度
末
で
、
残
高
が
約

28
億
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

常
・
夏
野
菜
な
ど
の
栽
培
記

録
等
を
参
考
に
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

少
人
数
の
よ
さ
を
活
か
し

た
経
営
の
工
夫
、
き
め
細
か

な
指
導
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
と
い
う
熱
い
思

い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

総
務
産
業
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

地
方
交
付
税
制
度
に
つ
い

て

鳩
山
幼
稚
園
に
つ
い
て

少
人
数
の
よ
さ
を
活
か
し
た
経
営
の
工
夫
、
き
め

細
か
な
指
導
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い

　

無
償
化
と
な
っ
た
今
、
ど

の
よ
う
に
鳩
山
幼
稚
園
の
特

色
を
出
し
て
い
く
の
か
、
選

ば
れ
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
多
く
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。「
遊
び
の
中
で
子
ど

も
た
ち
が
、
実
感
を
も
っ
て

体
験
の
中
で
、
学
ん
で
い
け

る
環
境
を
私
た
ち
は
、
作
っ

て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

課
題
は
、
皆
様
に
発
信
す
る

こ
と
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

園
児
の
減
少
を
予
想
し
、

何
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

鳩
山
町
は
幼
稚
園
か
ら
大
学

ま
で
学
術
機
関
が
そ
ろ
っ
て

い
る
と
い
う
特
色
も
あ
る
。

町
と
し
て
残
す
方
向
だ
っ
た

ら
、
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
て

進
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
３
年
保
育
の
検
討
は
」

の
質
問
に
、「
町
の
状
況
等

も
加
味
し
な
が
ら
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
、

検
討
す
る
必
要
は
あ
る
と
考

え
て
い
る
」
と
の
答
弁
で
し

た
。
熱
心
な
質
疑
を
へ
て
閉

会
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

調
査
事
項

調
査
事
項
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建
設
が
進
む（
仮
称
）鳩
山
新
ご

み
焼
却
施
設

癒
し
の
火
葬
場
と
し
て
、
高
く

評
価
さ
れ
た
越
生
斎
場

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
７
件

で
、慎
重
審
議
の
結
果
、全
議

案
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
予
算
額
は
、

２
億
６
４
０
０
万
円
で
、
鳩

山
町
の
負
担
額
は
２
５
１
３

万
円
で
す
。

　

ま
た
、
越
生
町
島
田
圀
夫

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
鳩
山
町
の
戸
口
章
監
査

委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
６
件

で
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
予
算
額
は
、

31
億
６
３
３
１
万
４
０
０
０

円
。鳩
山
町
負
担
分
は
、１
億

９
７
７
８
万
円
で
す
。

　
（
仮
称
）
鳩
山
新
ご
み
焼

却
施
設
関
連
事
業
で
は
、
施

設
関
係
工
事
費
10
億
２
１
８

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
４
件

で
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
予
算
額
は
、

２
億
１
３
０
０
万
円
で
、
鳩

山
町
の
負
担
額
は
１
０
７
０

万
円
で
す
。

　

東
京
都
内
で
行
わ
れ
た
火

葬
研
大
会
に
お
い
て
、
越
生

斎
場
が
癒
し
の
火
葬
場
と
し

て
、
訪
れ
た
人
を
優
し
く
包

み
込
む
空
間
が
各
所
に
設
け

ら
れ
、
周
囲
の
自
然
環
境
が

活
か
さ
れ
て
い
る
と
、
高
く

評
価
さ
れ
、
建
築
大
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
６
件

で
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
台
風
第
19
号

の
被
害
に
よ
り
、
鳩
山
第
二

中
継
ポ
ン
プ
場
で
浸
水
が
あ

り
、モ
ー
タ
ー
の
修
繕
、除
水
、

運
搬
、
電
気
系
統
の
点
検
な

ど
が
、
補
正
予
算
を
使
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
省
に
よ
る
地
方
公
営

企
業
会
計
制
度
の
見
直
し
に

基
づ
き
、
令
和
元
年
度
よ
り
、

０
万
円
、
施
設
周
辺
管
理
事

業
交
付
金
２
億
円
。

　

坂
戸
市
、東
松
山
市
、川
島

町
、
小
川
町
地
域
よ
り
、
台

風
第
19
号
に
よ
る
災
害
廃
棄

物
３
５
９
ト
ン
の
受
け
入
れ

処
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
代
表
監
査
委
員
小

川
秀
武
氏
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
鶴
ヶ
島
市
の
鈴
木
眞
治

氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

会
計
処
理
が
従
来
の
官
公
庁

会
計
（
現
金
主
義
、
単
式
簿

記
）
か
ら
、
公
営
企
業
会
計

（
発
生
主
義
、
複
式
簿
記
）

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
収
益
的
収

入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、

下
水
道
事
業
収
益
16
億
２
５

４
２
万
円
。
下
水
道
事
業
費

用
17
億
６
７
０
０
万
円
。
営

業
費
用
中
、
災
害
復
旧
費
の

財
源
に
充
て
る
た
め
、
企
業

債
１
１
１
４
万
円
を
借
り
入

れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
資
本
的
及

び
支
出
の
予
定
額
は
、
下
水

道
事
業
資
本
的
収
入
７
億
６

６
３
６
万
円
。
下
水
道
事
業

資
本
的
支
出
９
億
９
８
３
８

万
円
。資
本
的
収
入
額
が
、資

本
的
支
出
額
に
対
し
、
不
足

す
る
額
２
億
３
２
０
２
万
円

は
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調

整
額
２
５
６
４
万
円
、
及
び

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
２
億
６
３
７
万
円
で
、
補

て
ん
し
ま
す
。

　

鳩
山
町
の
負
担
額
は
、
１

億
３
３
７
７
万
円
で
す
。

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
６
件

で
、
審
議
の
結
果
、
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
予
算
額
13
億

３
１
０
５
万
円
。
鳩
山
町
負

担
額
は
２
億
９
５
１
４
万
円

で
す
。

　

内
訳
と
し
て
、
鳩
山
消
防

団
費
３
２
２
８
万
円
、
消
防

団
員
95
人
分
の
報
酬
７
６
１

万
円
。
熊
井
地
内
防
火
水
槽

撤
去
工
事
１
９
５
万
円
。
大

橋
地
内
防
火
水
槽
修
繕
工
事

２
９
２
万
円
で
す
。

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

広
域
静
苑
組
合

Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２
坂戸地区衛生組合 2510 2545 2513
埼玉西部環境保全組合 1億9994 1億9859 1億9778
西入間広域消防組合 2億8369 2億8790 2億9514
毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合 1億4164 1億3149 1億3377
広域静苑組合 1710 900 1070

合　　　　計 6億6747 6億5243 6億6252
鳩山町一般会計当初予算額 52億9300 58億5100 61億8600
鳩山町一般会計当初予算額に占める割合 12.61％ 11.15％ 10.71％

一部事務組合負担金　当初予算推移� （単位：万円）

 
一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

西
入
間
広
域
消
防
組
合
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